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お
く
の
ほ
そ
道

江戸エリア : 住宅街を走る都電荒川線 平成エリア : 高層マンションが並ぶ

南 千 住 の 防 災 ・ 景 観 の ル ー ツ 、 1 9 6 1 〜 1 9 6 4 年 頃 の 航 空 写 真 　（ 　 国 土 地 理 院 ） 砂 尾 堤 か ら 隅 田 川 沿 い に 延 び る 桜 並 木

日 光 街 道 の 宿 場 町 と し て 賑 わ っ た コ ツ 通 り

２
つ
の
エ
リ
ア
と
松
尾
芭
蕉
像

景
観
と
防
災
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芭
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俳
人
松
尾
芭
蕉
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よ
る
紀
行
文
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江
戸
は
千
住
大
橋
を
旅
立
ち
、
約
百
五
十
日
間
を
か
け
て

東
北
・
北
陸
を
巡
る
二
千
四
百
キ
ロ
。
矢
立
初
め
と
し
て

残
し
た
旅
立
ち
の
別
れ
を
表
し
た
一
句
。

　

徳
川
家
康
が
江
戸
に
入
っ
て
初
め
て
架
け

た
橋
と
し
て
、
千
住
大
橋
が
設
け
ら
れ
て
以

来
、
南
千
住
は
江
戸
北
側
の
玄
関
口
と
な
っ

た
。
松
尾
芭
蕉
も
こ
こ
か
ら
奥
州
へ
旅
立
ち
、

紀
行
文
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
を
残
し
た
。

　

現
在
は
、
人
口
約
四
万
五
千
人
、
一
丁
目

か
ら
八
丁
目
ま
で
の
八
つ
の
地
区
が
あ
り
、

街
の
東
側
に
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
、
西
側
に
住

宅
街
が
広
が
る
。
中
央
部
に
は
、
街
を
東
西

に
仕
切
る
よ
う
に
、JR

常
磐
線
・
東
京
メ
ト

ロ
日
比
谷
線
・
首
都
圏
新
都
市
鉄
道
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
高
架
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

今
回
、
街
の
東
側
、

南
千
住
駅
か
ら
旧
汐

入
地
区
の
再
開
発
さ

れ
た
【
平
成
エ
リ

ア
】、
街
の
西
側
、

江
戸
の
面
影
を
残

し
、
下
町
風
情
が
残

る
【
江
戸
エ
リ
ア
】、

そ
し
て
南
千
住
駅
前

の
、
ま
る
で
２
つ
の

エ
リ
ア
を
ま
た
ぐ
よ

う
に
設
け
ら
れ
た

【
松
尾
芭
蕉
像
】、
こ

れ
ら
を
物
語
の
中
心

と
し
て
、
南
千
住
の

街
を
捉
え
直
す
。

　

氾
濫
を
前
提
に
要
所
の

み
を
守
る
と
い
う
か
つ
て

の
治
水
方
式
は
、
明
治
四

十
三
年
の
大
水
害
を
機
に

見
直
さ
れ
、
街
の
東
側
＝

【
平
成
エ
リ
ア
】
を
中
心

に
再
開
発
が
行
わ
れ
た
。

結
果
、
ス
ー
パ
ー
堤
防
を

中
心
に
大
き
な
ス
ケ
ー
ル

感
の
あ
る
景
色
が
広
が
っ

て
い
る
。
一
方
、
街
の
西

側
＝【
江
戸
エ
リ
ア
】
は
、

回
向
院
や
コ
ツ
通
り
（
旧

日
光
街
道
）
な
ど
、
江
戸

時
代
を
想
わ
せ
る
施
設
も

残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

住
宅
街
を
抜
け
る
細
い
路

地
が
下
町
ら
し
さ
を
感
じ

さ
せ
る
。

　

砂
尾
堤
の
桜
、
コ
ツ
通

り
の
桃
、
と
い
う
よ
う
に
、

街
路
樹
の
樹
種
を
指
定
す

る
こ
と
で
、
通
り
に
テ
ー

マ
を
設
け
る
事
例
が
散
見

さ
れ
、
通
り
ご
と
に
特
徴

的
な
景
観
を
つ
く
り
出
し

て
い
る
。

行
春
や
鳥
啼
き
魚
の
目
は
泪

千住大橋

路
地
裏
の
井
戸
に
は
人
の
集
い
あ
り

原
田
シ
ズ
エ

矢
立
て
持
ち
旅
の
は
じ
め
の
千
住
宿

原
田
シ
ズ
エ

折
々
の
季
節
を
知
る
や
路
地
の
鉢

関
智
子

花
桃
や
す
さ
の
お
さ
ま
と
コ
ツ
通
り

原
田
シ
ズ
エ

満
開
の
桜
を
傘
に
歩
く
遊
歩
道

原
田
シ
ズ
エ

み

ち

汐入水門

【江戸エリア】

「素盞雄神社」

「スーパー堤防」

「隅田川のビュー」

「中高層マンション」

「大きな街区」

「汐入水門跡」

「1987 年以降の再開発」

「JR 貨物隅田川駅」

「バックパッカー」

「木賃宿」

「旧日光街道（コツ通り）」

「宿場町」

「住宅街」

「路地裏」

「小さな街区」

「レンガ塀」

「都電」

「回向院」

「小塚原刑場跡」

「大名屋敷」

「千住大橋」

【平成エリア】

路 地 裏 の 風 景

南
千
住

【 塾 生 】

原 田 シ ズ エ

萩 原 三 郎

木 下 文 夫

山 本 展 久

【 世 話 人 】

関 智 子

永 澤 慎 二

【 日 本 大 学 学 生 】

関 根 博 史

柴 崎 拓 己

鈴 木 真 生

【 ゲ ス ト 】

俳 人  松 尾 芭 蕉

※ グ ル ー プ リ ー ダ ー

※

堤防を壊し

あえて氾濫させる

治水方式

住宅やライフライン施設は

氾濫に備え地盤をかさ上げ

レンガ塀

桃の樹

千住の河岸

木材問屋が並ぶ

路地裏の風景

砂尾堤

カミソリ堤防

コツ通り、 旧日光街道

千住宿として栄える

小塚原町、

コツ通りの名に残る
運河を使った輸送の拠点

JR 貨物隅田川駅

千住製絨所跡

素盞雄神社

火力発電所跡

コツ通り

南
千
住

　
景
観
・
防
災
の

　
　
　
　
　
ル
�
ツ

﹁
江
戸
﹂
・
﹁
平
成
﹂

エ
リ
ア
に
ま
つ
わ
る

　
　
　
キ
�
ワ
�
ド

時 を
　 越 え て
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南千住 2

南千住 7

以前は運河を
使った輸送の拠点だった

隅田川

幸田露伴いわく、 ここからの

仲秋の名月は東京イチ

江戸の防備上、

当初ここ以外隅田川に

橋はなかった綱引きで吉凶を
占う神事も

「おくのほそ道」、 旅立ちの地

最初の千住大橋は今より 2 0 0m ほど上流に

通りごとに

街路樹にテーマのある

　　　　　　　　街なんじゃな

防災井戸探し

　遊びもできるのぉ！

消防団の操法大会
　　　が開催

千住の河岸
材木問屋が並んでた

杉田玄白が

刑死者の腑分けを

見学
首切地蔵

小塚原刑場跡

︻
泪
橋
︼

︻
防
災
井
戸
︼

︻
防
災
井
戸
︼

︻
備
蓄
倉
庫
︼
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倉
庫
︼
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防
災
井
戸
︼

︻
防
災
井
戸
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︻
露
地
裏
︼

︻
素
盞
雄
神
社
︼

︻
千
住
大
橋
︼

︻
汐
入
水
門
跡
︼

︻
隅
田
川
の
ビ
ュ
ー
︼

︻
汐
入
ス
ー
パ
ー
堤
防
︼

︻　

貨
物
隅
田
川
駅
︼

J R

︻
千
住
第
二
中
学
校
︼

︻
隅
田
川
ニ
ッ
ソ
ウ
セ
ン
タ
ー
︼

︻
橋
場
の
渡
し
︼

︻
ガ
ス
タ
ン
ク　
　

︼

︻
円
通
寺
︼

︻
回
向
院
︼

︻
給
水
所
︼

︻
汐
入
の
渡
し
︼

︻
汐
入
公
園
︼

︻
旅
館
・
ホ
テ
ル
︼

︻
砂
尾
堤
︼

︻
コ
ツ
通
り
︼

︻
栗
友
亭
跡
︼

︻
芭
蕉
像
︼

︻
防
災
井
戸
︼

︻
防
災
井
戸
︼

︻
商
店
街　
　
　
　

︼

ジ
ョ
イ
フ
ル
三
ノ
輪

︻
三
ノ
輪
橋
停
留
場　
　
　

︼

都
電
荒
川
線 

︻
防
災
井
戸
︼

東
京
ガ
ス

︻
延
命
寺
︼

︻
牛
も
つ
煮
込
み
︼

江戸エリア

平成エリア

︻
レ
ン
ガ
塀
︼

レスキュー部が活躍！

→火力発電所跡だったため

貨物列車が一望できる

　あえて氾濫させるカミソリ堤防から、
緩やかな丘で街を守るスーパー堤防に！ ！

汐入タワーから

　　スカイツリーも見える

バーベキュー広場！ ！
隅田川花火大会の

ビューポイント

はなみずき通り

けやき通り

とちのき通り

くすのき通り

さくら堤通り

地盤がかさ上げされている
神社にちなんで
　　　　街路樹は桃の木

桃の木

富士塚

バックパッカー御用達

木賃宿

130 0 0 株のバラ

旧日光街道
宿場町

汐
入
に
声
響
か
せ
て
野
球
少
年

萩
原
三
郎
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芭蕉さんとまちあるき MAP

芭
蕉
さ
ん
の
指
摘

芭
蕉
さ
ん
に
依
頼

芭蕉さん、南千住を行く

松 尾 芭 蕉

行
春
や
鳥
啼
き
魚
の
目
は
泪

松
尾
芭
蕉

【千住大橋】
所在地：南千住六丁目

ー俳句を詠みながら、南千住を歩いてみよう！ー

※松尾芭蕉がまちあるきする今回の物語はフィクションです

旧千住製絨所

江戸の北の玄関口として設けられ、松
尾芭蕉の「おくのほそ道」の旅もここ
からはじまった。

【素盞雄神社】
所在地：南千住六丁目

ス サ ノ オ シ オ イ リ シ オ イ リ

南千住をはじめ、61 町の総鎮守。たく
さんの桃の木や富士塚、「おくのほそ
道」旅立ちの記念碑などを有す。

【汐入スーパー堤防】
所在地：南千住八丁目

丘のように緩やかにつくられたスー
パー堤防には、公園や運動施設、バー
ベキュー広場などが整備されている。

【隅田川のビュー】
所在地：南千住八丁目

汐入公園の土手からはスカイツリーを
一望でき、隅田川花火大会のビュース
ポットとしても有名。

【汐入水門跡】
所在地：南千住三丁目

汐入地区にあった運河のための水門が
設置されていた場所で、今は瑞光橋公
園として整備されている。

【防災井戸】
所在地：南千住一丁目

防災時に使用可能な防災井戸が、公園
の中や路地裏など、街中に散在してい
る。

【路地裏】
所在地：南千住一丁目、五丁目周辺

”江戸エリア ”の住宅地には、細い路
地が張り巡らされていて、下町の風景
をつくり出している。

【レンガ塀　　　　】
所在地：荒川区南千住六丁目

明治政府が建てた、日本初の官営毛織
物工場としてできた製絨所。レンガ塀
の一部がいまも残されている。

【牛もつ煮込み】
所在地：南千住一丁目（田川商店）

露地に面したお店で、牛もつ煮込みの
いい匂いが漂う。下町らしい、生活や
食べ物が風景として感じられる場所。

【 J R 貨物隅田川駅】
所在地：南千住三丁目

明治 29 年、貨物専用駅として開業。
車両の入換作業や周囲の風景を一望で
きる。

　
松
尾
芭
蕉
さ
ん
は
紀

行
文
「
お
く
の
お
そ
道
」

に
代
表
さ
れ
る
俳
人
。

旅
や
そ
の
道
中
に
詠
ま

れ
た
俳
句
を
通
じ
て
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
風
景

に
ふ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
三
十
代
半
ば

の
頃
か
ら
数
年
間
、
神

田
上
水
の
改
修
工
事
に

工
事
監
督
と
し
て
従
事

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
景
観
の
専
門
家
で
あ

り
な
が
ら
、
土
木
・
防

災
の
専
門
家
で
も
あ

る
、
ざ
ら
に
南
千
住
に

ゆ
か
り
が
あ
る
、
そ
ん

な
松
尾
芭
蕉
さ
ん
に
お

願
い
し
て
、
南
千
住
の

街
を
一
緒
に
歩
い
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　
松
尾
芭
蕉
さ
ん
に
こ

れ
か
ら
の
街
の
楽
し
み

方
や
課
題
を
挙
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

・
街
中
に
散
在
す
る
防

災
井
戸
を
探
し
歩
き
な

が
ら
も
っ
と
親
し
ん
で

も
ら
い
た
い

・
通
り
ご
と
に
異
な
る

街
路
樹
を
調
査
し
て
、

街
の
緑
を
知
り
、
地
域

み
ん
な
で
育
て
て
い
っ

て
ほ
し
い

・
今
回
の
ル
ー
ト
を
参

考
に
防
災
訓
練
を
！

・
俳
句
で
街
を
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い

俳
聖
の
名
に
も
ち
な
む
や
桃
並
木

関
智
子

富
士
塚
で
天
空
の
峯
に
夢
は
せ
る

関
智
子

千
年
の
社
で
旅
の
安
全
祈
願

関
智
子

寒
風
に
耐
え
て
不
動
の
手
押
し
井
戸

萩
原
三
郎

隅
田
川
時
空
を
超
え
て
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

永
澤
慎
二

青
空
に
さ
く
ら
舞
う
や
ス
ー
パ
ー
堤
防

萩
原
三
郎

泪
橋
渡
っ
て
眠
む
る
や
風
の
下

萩
原
三
郎

も
つ
煮
込
み
グ
イ
ッ
と
一
杯
疲
れ
と
れ
る

萩
原
三
郎

夕
雲
よ
り
長
く
た
な
び
く
貨
車
の
列

関
智
子

解
剖
の
碑
に
朝
の
光
り
さ
す

関
智
子

ガ
マ
の
穂
を
子
供
ゆ
び
さ
す
水
門
跡

関
智
子

新
旧
の
レ
ン
ガ
の
出
逢
う
散
歩
道

原
田
シ
ズ
エ

水
門
に
か
る
が
も
遊
び
葦
し
げ
る

原
田
シ
ズ
エ

鍋
を
持
ち
と
う
ふ
買
い
出
る
露
路
の
声

原
田
シ
ズ
エ

立
ち
食
い
の
牛
モ
ツ
煮
込
に
舌
づ
つ
み

原
田
シ
ズ
エ

ユ
リ
カ
モ
メ
群
れ
つ
つ
ま
っ
た
り
休
む
柵

関
智
子

※集合場所・避難所の種類：一時 ( いっとき ) 集合場所、１次避難所、２次避難所、福祉避難所


